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　第1章と第2章では，先行研究や臨床の経験から地域福祉援助の方法や課

題について考察し，本論の研究目的，方法について述べてきた。これらか

ら，地域福祉援助の方法は，利用者の生活や地域をシステムとして捉えて実

践することが必要であるが，その捉え方が困難であることが分かった。そこ

で，この課題を解決する方法として取り組んでいるコンピューター実践支援

が依拠する理論を地域福祉援助の視点から考察してみたい．
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第3章　実践支援ツールを支える理論

　今日，ソーシャルワーク実践は，利用者の生活をシステムに捉える方法と

してエコマップやICFによるアセスメントなどが用いられている。本論は，

「利用者の現実から本人の積極的な参加によって適応能力を取得・強化して

いくことであり，それへの最適な支援方法を提供することである。利用者の

主導性を起点に，状況をめぐる固有でトータルな生活支援体制と活動を専

門的な方法で推進する理念とその展開過程」というジェネラノレ・ソーシャル

ワーク理論をビジュアノレ化することにより，利用者とソーシャルワーカーと

の参加と協働を可能にしようとするエコシステム構想に依拠した地域福祉実

践支援ツールの開発を試みている。

第1節　ジェネラル・ソーシャルワーク

　地域福祉援助への方法を活用するにあたり，ジェネラル・ソーシャルワー

ク概念，枠組み，特性について理解を深めたうえで地域福祉援助の方法から

考察してみたい。

　1．ジェネラル・ソーシャルワークの概念

　ジェネラル・ソーシャノレワーク実践は，利用者の現実から本人の積極的な

参加によって適応能力を取得・強化していくことであり，それへの最適な支

援方法を提供することである。利用者の主導性を起点に，状況をめぐる固有

でトータルな生活支援体制と活動を専門的な方法で推進する理念とその展開

過程を指し，次の8つの特性がある1）。
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　《8つの特性》

　工　人間の社会生活を，内的・外的環境との相互関連性の中で統合全体性

　　としての視点から捉えてアブローチしていくこと。

　②　利用者本位，利用者自身の意識や行動にかかわる基本的な信念であ

　　る，

　3　社会生活という人間の営みの全体像を捉える視点である。

　③　方法論の課題，社会的自律性への支援を基本としての科学的方法であ

　　る。

　⑤　多角的な理論と方法でアブローチできるインターベンションを志向す

　　る。

　⑥　支援の焦点として問題と解決過程への新しい視点である。

　○　問題と最適な解決過程の展開を迫られる現実や期待から必然的に構想

　　される多角的な方法の統合レパートリーを強調することである。

　⑧　ミクロとマクロを循環するフィードバック概念を展開しつつ，実践を

　　システムとして常に最適に機能させる包括・統合的な機能を持つ。

　ミクロ・メゾ・マクロの総合や全体がソーシャルワークではなく，それら

は実践のレパートリーである。したがって部分の総和を意味する概念ではな

い。ジェネラル・ソーシャルワークの実践特性は，利用者へのトータルな生

活に包括・統合的な対応を試みるholismという視野と方法を持っていると

考えることができる。

　地域福祉実践から捉えた場合，ミクロ・メゾ・マクロはバラバラに存在し

ているのではなく，システムとして成り立っていると考えることができる

（図3－1）。

　ミクロシステムは，人間の直接的対面的接触を通じて発達を促進したり防

げたりする最小の相互作用関係で家族，友人，近隣などが含まれ，システム

の特徴として利用者の成長によって環境，マクロシステムが複雑になること

から利用者を取り巻く家族や発達との関係が重要な構成要素となる2）。ミク
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図3－1　ミクロからマクロシステムサイズ

　　　システムサイズ

…’號㍑；㌶での

出所：中村沙織rソーシャルワーク・アセスメント』38頁（2002年，tSIII書房），

ロシステムに内包される利用者へはメゾシステムとして利用者の家族環境や

生活，ソーシャルワーカーとの関係が影響力を持っている。

　エクソシステムは，当事者を含まないが，その個人に重要な決定力や強い

影響力を与える二つ以上の相互作用であり，親の職場の出来事，学校に兄弟

姉妹がいる状況，家族の友人や仲間などが対象になる。たとえば，利用者を

取り巻く介護環境，経済的な状況などが，利用者のパワーレスを引き起こし

て，問題可決状況などに影響を及ぼしメゾ，マクロシステムヘフィードバッ

クし，新たな過程局面となって展開することがある。

　マクロシステムは，イデオロギー，習慣，政策，制度，多様な社会資源な

どが対象に含まれ，直接的システムレベルで起きる社会構造や活動に影響を

与える「青写真」を社会に提供するものである。たとえば，利用者の自己実

現を目指すさまざまな活動や支援を通したマクロからミクロシステム過程の

蓄積が，サービスの改良や開発へ向かわせることがある。

　中村は，「それぞれのシステムは，人間の成長過程と連動してミクロシス

テムからマクロシステムに広がり，フィードバックをとおしてマクロシステ

ムからミクロシステムへと循環過程で実践がなされる」と述べている3）、

　ソーシャルワークは，生活問題を抱えた利用者（高齢者・障害者・児童・家

　154　　　　　　　　　　　　　　　　－54



　　　コンピューター実践支援ッール活用による地域福祉援助の方法に関する研究（II）（樋下田）

族など）への支援であるが，生活問題を抱える以前に，私たちは「生きる人

間」として，社会的自律性を持つことが必要であると思われる。なぜなら，

生活問題を抱えてから，サービスを選択，契約することや，自己決定，課題

解決能力を取得することは容易ではないと思われるからである。そこで，

ソーシャルワークは，あらゆる場面（生活課題を持つ利用者だけでなく，地域福祉

実践の場，教育現場など）で生かされることにその社会的意義があると考えて

いる。

　地域福祉援助の視点から捉えてみると，「サービス利用者＝地域住民」

「サービス提供者＝地域住民」「サービス創造者＝地域住民」と考えることが

でき，「地域住民」が共通キーワードに浮かび上がってくる。さらに，地域

住民は，ミクロからマクロまで含まれるシステムを持って生活している。そ

こで，ジェネラル・ソーシャルワークの「利用者」を「地域住民」に置き換

えて，8つの特性を生かした地域福祉援助を試みている。特に，ソーシャル

ワークの専門性（ソーシャルワークスキ・レ）が大切になることを強調しておきた

い。

　2．ジェネラル・ソーシャルワークの枠組み

　しかし，実践概念としてのジェネラル・ソーシャルワークの課題に，工支

援科学という特徴を持つ実践方法論の枠組みの明確化（方法論），2エコシ

ステム概念の展開（展開理論），3生態としての生活状況の把握（方法定式

化），互支援ツールとしてのコンピューター利用（支援ツール），⑤科学的生

活支援へのエコシステム情報の処理と提供（シミュレーション），⑥理論・方

法・ツールを駆使した実践過程展開伎援活動）があり，実践概念として効

力を発揮するには，これらのステップを経ることが必要であると太田は論じ

ている4）。

　そこで，これらの課題を解決するために，生態学的視野から実践支援ツー

ルの開発と活用をすすめている。その実践方法論の枠組みは4つの基本的要
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図3－2　key　wordsに基づく実践枠組みの整理

1　〈価値＞

　A　思想

　B　目的

　C　理解

　D　対応

2　〈知識＞

　A　人間＝

　B　対象＝

　C　視野＝

　D　内容＝

3　〈方策＞

　A　論理

　B　観点

　C　機能

　D　領域

互　〈方法＞

　A　方法

　B　展開

　C　研究

　D　関係

　すべての人の問題を解決しようとする意識

＝ 差別→人権→共生
＝ 救済→援助一自己実現

＝ 欠陥→同情→共感
＝ 恣意→善意→責任
　環境，内面生活，社会生活などが人間や状況の理解

　個人一個人・家族→人と環境

　病理→クライエント→コンシューマー

　身辺→地域社会→国家・国際

　隣接科学→行動科学→支援科学
　制度，ネットワーク，住民，自治体の背景にある理解

　防衛→贈罪→権利
　施与→活用→開発
　統制→提供→支援
　経済→社会→全生活
　専門職，制度，支援過程の展開

　　ミクロ→メゾ・マクロ→エコシステム

　直接→直接・間接→統合循環

　勘と経験→実証→シミュレーション

　治療者一→援助者→パートナー

出所　太田義弘「関西福祉科学大学大学院社会福祉学研究科臨床福祉学特殊

　　講義博士後期課程資料」2005年度，

素（価値・知識・方策・方法）からなる（図3－2）。

　支援科学とは，社会的視点から人間の生活を援助するところにある。その

ためには，援助の焦点や姿勢，施策の構成や展開などをめぐる科学的方法の

特性「①．基本姿勢は，利用者中心にした支援方法，2人間と社会生活への

科学的な考察を可能にするものでなければならない，31生活環境や支援施

策というマクロに対する積極的な視野と発想，4［．生活支援という目的を具

体的に実現する方法」について理解を深める必要がある。

　それは，医療・保健・看護・教育などの領域で生活や環境を視野にした包
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図3－3支援科学の構成
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出所：前掲図3－2に同じ。

摂した共通意識のもとで，それぞれが専門的なアプローチを試行する時代の

なか，究極的な目的や方法は類似している。そこで，隣接諸科学を視野に入

れながら，ソーシャルワーク実践にとって期待される固有性とは一体何なの

かを究明することが必要である。ジェネラル・ソーシャルワークは，固有な

発想と方法を駆使して推進する支援過程，つまり，エコシステム構想により

具現化しようとすることを意味する。人間の生活は，身近に実感として経験

されながら，科学的に分析・把握することが困難であるため，より理解しや

すくする方法的概念としてエコシステム構想によって理論的に整理し生活の

全体像を把握しようとするものである。

　それでは，地域福祉援助の枠組みとしてどのように応用することができる

だろうか。

　「ソーシャルワーク」としてのコミュニティ実践を考えた場合，直接的な

対人援助としてのミクロの側面から，社会福祉の環境としての政策や運営，

計画的変革にいたるマクロの側面をも内包するもの5）として捉えることがで
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図3－4　地域福祉援助過程枠組みへの応用

　　　　　　
　　知　識
　　　　　　地域社会システムの

　個人家族生活

　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　

出所：筆者作成、こoo撒年

きる：t

　また，個人の主体形成力の醸成を基礎としつつも，r個人」「対人関係」

「組織・集団」というレベルで分離的にソーシャルワーカーとクライエント

との間でのみ問題解決していくことを越えて，「地域」レベルでの社会福祉

の国民化と地域化という面での社会福祉問題の相互理解や住民相互の支援関

係を醸成していくことを社会福祉の固有なソーシャルワークとして構築する

必要がある61．そこで，前章で述べた地域福祉の課題から枠組みを考えてみ

ると，図3－4に示すことができる。

　「価値」は，地域福祉文化，コミュニティモラールを認識したうえで，新

たな福祉文化を志向する価値意識の創造であるといえるだろう，「知識」

は，地域で住む人の理解として，地域社会をシステム的に捉える視点であ

り，個人や家族の生活，さまざまな社会サービス，地域経済などの現状を理

解することであり，「方策」は，地域活動やネットワークの現状を理解する

視点といえるだろう．最後に，「方法」は，地域福祉援助過程における地域

住民とソーシャルワーカーとの参加と協働である．

　これら抽象的な実践過程を認識しやすくするために，ビジュアル化した過
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程を材料に，オーブンにコミュニケーションが展開し，地域住民が主体的に

参加することは，「価値」「知識」「方策」「方法」，つまり，ミクロからマク

ロまでを理解しやすくすると考えられる。

　渡邉は，地域福祉の基盤となる主体形成の課題は，地域福祉問題の地域住

民による共有化という道程を問うことなくして成立しない。さらに，コミュ

ニティの曖昧性は，自然発生的にコミュニティケア意識を醸成することには

ならないという理解に立つことを求めている。そこで，具体的方法論として

のアブローチの構築が求められ，このアプローチは，新しいソーシャノレワー

クである7）。そこで，筆者は，地域福祉実践事例（第4章）から実践支援ツー

ルを活用した地域福祉援助方法の成果や課題を考察することにチャレンジし

ている。

　次に，ジェネラル・ソーシャルワークの過程特性の理解を深めて，地域福

祉援助過程への応用について考察してみたい。

　3．ジェネラル・ソーシャルワークの過程特性

　秋山は，「ジェネラル・ソーシャルワーク実践の第一義的な目的は，人と環

境の相互作用に焦点をあて，社会日常生活のなかで発生する問題や課題を解

決・達成したり，問題の発生を予防したりするために，人の社会的機能を高

めていくための，継続的援助である。ソーシャルワーカーは，個人，集団，

地域がそれぞれ置かれた環境のなかで，より効果的に社会機能が発揮できる

ように，その方途を探り，支援していくことが必要となる。人と環境を構成

する諸条件を整えたり，可能性を引き出したり，適応能力を高めたり，変容

をもたらすことにより，人間の社会生活問題の軽減，解決，予防を目指して

いる。」と論じている。

　そして，ジェネラル・ソーシャルワーク実践は，ソーシャルワーク過程展

開によるインターベンション方法であり，この過程特性には，（1政策・制

度の策定過程，2行政サービスの実施過程，③福祉機関・福祉施設の意思
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決定過程，③民間福祉団体，地域福祉活動の形成過程，δ人々の福祉意識

の形成・変容過程，登価値の形成過程，？知識の集積過程と実体化過程，

8人と環境の調整過程，豆問題特定の設定過程，⑩クライエントへの援

助システムの形成過程，⑪援助システム（援助方法）の展開過程，⑫援助

技術（技法）の展開過程，⑬問題の解決過程，⑪クライエントの変容過程，

⑮援助方法の反省・評価過程，などがある8）。ミクロからマクロへの循環

システムがジェネラル・ソーシャノレワークの特性である。

　それでは，ジェネラル・ソーシャルワークの過程特性から地域福祉援助過

程をどのように捉えることができるかを考えてみたい。

　地域福祉援助過程には，ソーシャルワーク過程展開によるインターベン

ション方法が内包されていると理解できるのではないだろうか。前述してい

る地域福祉援助技術や地域福祉計画策定におけるコミュニティソーシャル

ワーカーの役割・技術から分かるように，地域活動する人々の福祉意識・主

体力の形成，問題解決力の向上や政策・制度，行政サービスへ積極的な関わ

りができるように支援するスキルが必要になる。

　この地域福祉援助過程には，工政策・制度の策定や行政サービスへ地域

住民が積極的に関わる実施過程として地域福祉計画策定などがあり，2福

祉機関・福祉施設の意思決定過程では，サービスを提供する側，サービス

を受ける側，サービスを創り出す側としての特性を生かすことが可能にな

り，③これらへの参加やサービスの使用などから住民参加型組織活動や地

域福祉活動の過程にいたり，4．それらの諸活動を経て人々の福祉意識の形

成・変容過程，価値の形成過程へ展開し，5価値や知識の集積と実体化が

地域住民と環境の調整過程，地域問題特定の設定過程から，⑥クライエン

トへの援助システムの形成，新たな社会資源の開発や援助方法の展開過程，

乏具体的な援助技術の展開過程，地域福祉問題の解決過程へ展開し，8ク

ライエントのみならず，地域住民の価値意識変容過程へ，9）さらに，地域

福祉援助方法の反省・評価過程と捉えることができるだろう。図2－4（前号）
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で示しているように，地域福祉援助過程には，ミクロ・メゾ・マクロの関係

が空間軸と時間軸の実践過程に力動的な関係を持ち，ミクロとマクロ間で循

環システムが機能していると捉えることができる。

　ジェネラル・ソーシャルワークは，新たな地域福祉援助技術として考える

ことができるのではないだろうか．この仮説は，今後の大きな課題として受

け止め，さまざまな地域福祉活動を蓄積して，科学化する必要性を強く認識

している。

　これまで，述べてきた論理を具体的に実践する方法が必要になる、そこ

で，その特性を実践行動概念として具体化するために，太田が論じているエ

コシステム構想について考察する，

第2節　エコシステム構想

　エコシステム構想とは，とらえどころのない人間の生活という見えない世

界を画像にし，問題や状況の変化や成り立ちを実感し理解できるようにする

考え方である。私たちは，この世に誕生してからさまざまな環境から影響を

受けて，一人ひとりが固有な生活コスモス9）を保有している。エコシステム

構想は，日々の変化やさまざまな事柄の積み重ねからなる「生きている過

程」を見ることができるように近づけていくひとつのアイデアと捉えること

ができる。

　1．エコシステム構想によるソーシャルワーク実践の意義

　筆者は，分野別，レパートリーという捉え方をしないで，「ソーシャル

ワーク＝地域福祉援助技術」として考えて実践へ取り組んできた。しかし，

ソーシャルワーク理論や実践枠組みが，地域福祉実践として科学性と普遍性

を持ち，具体的に活用するには，エコシステム視座からソーシャルワークを

捉え，地域福祉実践事例を積み重ねる必要があると考えた。
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　ソーシャルワークは，人と環境に働きかける実践であるが，実践過程を力

動的な時系列として捉えることが難解であり，ある時点の単発的な静的特性

を評価することが中心である。しかし，人と環境の力動的な関係を持つソー

シャルワークは，動的特性，相互関係を評価することにその特性として意義

がある。人と環境を生態学的な特性と位置づけ，実体，生きざまとして把握

するためにエコシステムの視点からソーシャルワークを捉えていると理解で

きるc

　エコシステムとは，生態学の領域において，生態系あるいは生態システム

といわれる概念で，生物群集と環境との密接な相互関係を意味する用語であ

る。その関係は，気候や土壌が生物に作用をし，その生物がまた土壌や群集

内の気候に影響をおよぼし，エネルギーや物質が群集の機能によって環境か

ら摂取され，生物体になり，生物の間を循環し環境にフィードバックされ

るという自然な作用を示しているわけで，このような「エネルギーや物質が

流転し，循環している機能系として生物群集と相補的関係にある環境をいっ

しょにしたものが生態系（ecosvstem）である」と考えられている，

　時系列変化のなかで積み上げられた変容過程としての人間と環境との相補

関係を捉え，その適合関係の改善を図っていく発想としての生態学的な視

点，これを実践理論として整備しようとする概念がエコシステムという発想

である。つまり，利用者支援への科学的なアプローチとしての方法である。

このような視点が，ソーシャルワーク実践へのエコシステム発想として，ク

ライエントの生活を環境との有機的循環作用のなかから把握して，ソーシャ

ルワークを統合的に捉える視角である。

　現状としては，問題を分析・把握する視点や，その解決への接近を具体

化した実践過程購造・機能・変容）モデルのひとつではないことから，モデ

ルを包み込んで展開する視座であり，強いていえばアセスメントのための

モデルであると考えられている。太田は，ソーシャルワーク実践の展開構図

（paradigm）であり，実践モデルを展開するためのモデル（metaniodel）という
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　　表3－1　エコシステム的発想によるソーシャルワーク実践の意義

1（1）　多様な要素の交錯する生態としてのクライエントの社会生活過程を考察の基点に

　　一；一ウ　v　し
　　90L．一し
1

（2）　人と環境との相互関係を生活領域の拡がりとしてとらえ，クライエントの生活を

　　トータルな視野から考察すること

（3）　クライエントの生活状況を適切に把握し，総合的視点より援助として効果的に提

　　供すること

（4）生活を構成するミクロとマクロの視野からフィードバックさせる循環概念として

　　展開すること

（5）　クライエントの持つ変容と均衡維持への社会的自律性の援助を主眼とすること

（6）　最適な援助をするために，システムという実践の積み上げからなる過程概念の展

　　開をすること

出所二太田義弘rソーシャノレワーク実践とエコシステム」113－11」頁（1999年．誠信書房）、

視座が，エコシステム概念であると述べているlm．

　そして，ミクロからマクロまでの事象を視野に，人間の個別的な生活環

境，さらに社会福祉を支える社会資源，社会福祉制度や政策までのシステム

関係を視野にいれておかなければならない俵3－1）。

　つまり，ソーシャルワーク過程での，時系列変化のなかで積み上げられた

変容過程としての人間と環境との相補関係を明らかにしていく科学的な支援

であると考えることができる．

　太田は，「過程とは，クライエントとソーシャルワーカーとが協働し，生

活援助を通じた課題解決や，それによる変容・成長を目標に，時間的経過の

なかで局面を展開して提供する一連の援助行為の積み上げからなる実践活動

であり，その成果は，フィードバックされ，さらにクライエント援助に焦点

化される科学的かつ専門的な援助システムの流れ」と定義し，クライエント

の生活援助と社会的自律性を目的にしていること，参加と協働，実践活動の

積み重ね，マクロの援助方策からフィードバックし，ミクロのクライエント

援助へ循環される過程を持つものであるll）と述べている。

　社会福祉は，人々が生活する時代の価値と目標を理念とし，実践に向けて
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具体化した制度であり，その目的を志向するのがソーシャルワーク実践活動

である．ひとりの固有な人間として存在する意義，その人間が自己実現，社

会的自律を通して生活環境を築き上げる実践活動がソーシャルワークと捉

え，繰り返しになるが，「ソーシャルワーク＝地域福祉援助技術」と考えて

いる。

　2．ソーシャルワーク実践過程のエコシステム構想

　ここで，もう一度ソーシャルワークの概念を振り返り，その視点，目的，

方法，実践過程について理解を深めてみる，

　ソーシャルワークとは，人間と環境からなる利用者固有の生活コスモスに

立脚し，より豊かな社会生活の回復と実践への支援を目標に，独自な支援レ

パートリーの的確な活用による社会福祉諸サービスの提供と，利用者自らの

課題解決への参加と協働を目指した支援活動の展開であり，さらに社会の発

展と生活の変化に対応した制度としての社会福祉の維持，その諸条件の改

善・向上へのフィードバック活動を包括・統合した生活支援方法の展開であ

る12）。つまり，社会福祉の目標を達成するための実践活動であり，その過

程では，利用者とソーシャルワーカーとの参加と協働に特徴があると理解で

きる。

　ソーシャルワークが志向することは，利用者が培ってきた固有な空間と時

間を尊重し，利用者の生活コスモスを捉え，利用者の日常生活の改善や継

続，生活の質の向上であり，さらには，誰もが住みやすい地域社会の構築で

あると考えることができる。その過程は，積極的な参加と協働を軸に，利用

者の社会的自律性の向上，取得を可能にするための支援が特徴であるといえ

る．r利用者の持つ社会的自律性（competence）という人間と環境から構成

される固有な課題解決・適応・自己実現への能力を育成・支援することが原

則ということになる，」13）

　太田は，ソーシャルワークの定義について「生活概念・支援概念・過程概
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図3－5　ソーシャルワークの三大特性概念

方

法
・
技
術

参

加
・
協
働

出所：太田義弘・中村佐織・石倉宏和編著『ソーシャルワークと生活支援方

　法のトレーニング　利用者参加へのコンピュータ支援』8頁（2005
　　年，中央法規出版）・

念」の三つの特性からなると述べている（図3－5）。

　生活概念は，その人自身と環境とを含んだ生態学的で多様なシステムから

なり，利用者自身にとっては，一つひとつの具体的な出来事の積み重ねから

なる現実である14）。しかし，この利用者固有の生活は他者には，見えにく

く，理解しがたい現実である。そこで，難解な利用者の多様な生活をシステ

ムとして理解し，環境との関係や流れを生態学的に把握し，実践現場で適応

できるようにコンピューターを活用して理論と実践の架け橋の役割を果たそ

うとするのが，エコシステム構想という方法になる（後掲図3－6）。

　支援概念は援助者側の枠組みや方法ではなく，利用者自身の持つ力を引き

出すこと，つまり，社会的自律性から利用者自身の課題解決能力や自己実現

能力を育成することである。筆者の臨床経験は，利用者側に立脚してきたの

かと振り返ってみると，筆者の価値や知識，経験で実践してきたことに気づ

き，深く反省することが多い。特に，利用者が認識する生活状況とソーシャ

ルワーカーが見えている生活状況の違いや実践過程の分かりにくさ，見えに
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くさからソーシャルワーカーが誘導することがあるように思える。つまり，

その過程には，「参加と協働」が不十分であると考えられるからである。

　ソーシャノレワーク実践研究は，支援過程を考察することと捉えることがで

き，その方法として，ケース記録やエコマップ，アセスメントツールなどを

用いて行われている。しかし，利用者と支援側が情報を共有して話し合うこ

とは困難であると思われる。なぜなら，利用者とソーシャルワーカーの価値

や知識に差異があることや実践過程の分かりにくさから，実践過程への利用

者参加が不十分で，ミクロとマクロ間の循環過程が機能不全に陥る可能性を

持っているからである。

　岩間は「ソーシャルワークにおける媒介実践論研究」のなかで，ソーシャ

ルワーク機能としての「媒介し続ける」とは，何らかの「結果」に行き着く

までの「プロセス」の強調であり，「自己決定を支える」という実践の具体

化である。つまり，利用者とソーシャルワーカーが対等な立場で向き合い，

相互作用関係を進展させ，現実の直視と新しい気づきを促しながら利用者た

ちが歩むプロセスを支えることである15｝。

　ソーシャルワーク実践過程のエコシステム構想は，これらの課題を解決し

ようと試みている考え方である．

　3．エコシステム構想の目的と方法

　それでは，エコシステム構想からソーシャルワーク実践過程をイメージす

るとどのようになるのだろうか。

　このエコシステム構想というアイデアから得た情報は，利用者の主体的な

参加とソーシャルワーカーとの協働で検討する材料となる，なぜなら，情報

は，あくまでも情報であり，内容を深く分析するのは，専門職としてのソー

シャルワーカーであり，同時に利用者でもある。たとえば，頭痛があるとい

う主訴に対して，医師は，問診，触診，血液検査，レントゲンなどさまざま

な検査をする．その検査結果を，医師と患者は，視覚的に共有することがで
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図3－6　エコシステム構想の目的と方法

出所：前掲図3－2と同じ。

き，患者自身が疾病を治そうと取り組む力を引き出すことが可能になる。そ

こには，医師としての専門性を発揮した診断がある。ソーシャノレワーク実践

過程においても，ソーシャルワーカーの価値・知識・方法などのスキル発揮

がクライエントにさまざまな影響を持つといえる。

　ソーシャルワーク実践過程へのエコシステム構想の目的と方法は，次のよ

うに整理することができる（図3－6・表3－2）。

　①　利用者情報，利用者の生活コスモスを基本特性として捉え，利用者の

　　課題可決と自己実現が目標であること。（図3－6の利用者中心のエコシステム

　　情報）

　②　その特性やニーズに沿った最適な支援方法は，ミクロからメゾ，マク

　　ロを網羅した包括・統合的な支援であること。（図3－6の支援方法の展開）

　③　利用者への支援過程を通して得た情報から，社会福祉サービスの改良

　　や開発ヘフィードバックする過程を持つこと。（図3－6の社会福祉サービス
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表3－2　エコシステム構想と支援ツール

A
B
C
D
E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　エコシステムの視座

システム思考と生態学的視点の相補的統合

生きざまという生態学的発想をシステム理論で解説

利用者の生活を環境との有機的循環から統合的に把握
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　1

ソーシャルワーク理論への導入から実践行動概念としての展開｜

実践行動概念を具現化する支援ツール

A
B
C
D
E

　　　　　　　　エコシステム構想と情報

生きざまとしての生活状況をリアルに把握

生活の仕組みゃ広がり（構造）

生活上での関係や内容（機能）

生活の流れや変化状況（過程）

生活状況をシミュレーション情報として把握

出所：前掲図3－6に同じ．

　　の適正化と開発）

　9　見ることが困難である利用者の生活をシステムとして捉えるエコシス

　　テム構想による支援ツール活用は，ソーシャルワーク実践過程を科学化

　　すること。（図3－6の支援方法の科学化）

　⑤　エコシステム構想による情報は，回答や結果ではなく，利用者とソー

　　シャルワーカーが共有し検討する材料であること。（図3－6の実存性）

　ソーシャルワーク実践過程における利用者の生活コスモスを，生活の仕

組みや広がり構造），生活上での関係や内容（機能），生活の流れや変化状況

（過程）から捉え，生活状況をシミュレーション情報として把握することが，

エコシステム構想であると考えることができる。さらに，ソーシャルワーク

実践研究は，支援の過程を考察することと強調するだけでなく，ソーシャル

ワーク理論への導入から実践行動概念としての展開すること，実践行動概念

を具現化する支援ッールとして期待できる（表3－2）。

　筆者は，在宅介護支援センターのソーシャルワーカー時代，さまざまな医
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　　　コンピューター実践支援ッール活用による地域福祉援助の方法に関する研究（ID（樋下田）

療関係者と連携，協働をして利用者を支援してきた。看護師は，看護計画を

作成し定期的に，MDS方式や他のツールを活用して評価をしていた。　PTや

OTも同様に，客観的に分析し利用者へ説明していた。そのたびに，ジレン

マを抱いていた臨床であったことを振り返る。

　それでは，実践過程のビジュアル化はどのような方法で可能になるかを考

えてみたい。

第3節　実践過程のビジュアル化

　利用者の生活状況という実存的な実体に近づき支援するためエコシステム

構想は，その至難な現実に科学と専門性を具備した方法でチャレンジしよう

とすることである16）。まさに，実践過程を支援ツールの活用により，利用

者との参加と協働という作業から利用者の固有な進むべき道を導き出す方法

と捉えることができる（図3－7）。

　1．実践過程理解の支援ツール

　ソーシャルワーク実践過程は，利用者の変容し続ける生活をどのように把

握することが重要であるが，視覚的にとらえどころがないという点に問題が

ある。エコシステム構想とは，利用者の生活をミクロからマクロまでの成り

立ちや内容が，さまざまな影響を受けて変容する状況を立体的に捉えること

を意味している。

　医療の分野からイメージすると，医者は，患者の主訴と生活習慣，職業，

家族構成や関係，社会における役割なども含めて，さまざまな検査（レント

ゲン・血液検査・心電図など）から疾患を診断する。その際，さまざまなデータ

を患者と共有し，治療方針を決めていく。治療までの必要な期間で，患者自

身が主体的に疾患を治そうとする姿勢が伴って効果的な治療ができる。つま

り，一方的に診断されるのではなく，さまざま検査結果を視覚的に共有して
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図3－7　エコシステム構想の展開と支援ツール（イメージ）

　　　　　　出所：前掲図3－6に同じ、

いると考えることができる。専門的な知識を持たない患者と，すべてを共有

できることに限界があるにしても，コミュニケーションだけで伝えるよりは

効果があると思われる。

　ソーシャルワーク実践過程における利用者とソーシャルワーカーとの間で

も，「価値や知識」の違いから，すべてを共有できるとは言いがたいが，よ

り見える，分かりやすい世界に近づけようとするためのひとつの方法（アィ

デァ）として活用することは意義がある。なぜなら，ソーシャルワークは，

ソーシャルワーカー個人の力量，勘，経験に依拠している現実があり，筆

者の臨床経験の場面においても「あなただからできたけど，他のソーシャ

ルワーカーはできたとは思えない。」，「あのソーシャルワーカーが辞めてか

ら，○○病院は評判が良くない。」などを耳にする機会があったことは否定

できない。
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　　　コンピューター実践支援ツール活用による地域福祉援助の方法に関する研究（ID（樋下田）

　ソーシャルワーク実践は，図3－7に示すように，利用者の生活コスモスを

理解し，利用者の課題解決と自己実現，利用者固有の生活を継続するための

支援展開に特徴がある。「勘や経験」に頼ることから，利用者の生活を共通

理解する「実践過程理解の支援ツール」として期待できると思われる。

　地域福祉援助過程においても同様であり，ミクロとマクロ間の循環システ

ム過程局面の理解や共有が容易になり，システム間のフィードバックが機能

すると考えられる。「実践過程理解の支援ッール」は，利用者主体，地域住

民主体を可能にするひとつの道具として活用できると思われる。

　2，実践過程局面のイメージ

　ソーシャルワーク実践場面で活用されるツールとして，「ジェノグラム」

「エコマップ」，ケアマネジメントで用いられているアセスメントツールなど

がある。ジェノグラムやエコマップは，利用者を中心に家系図や生活の全体

像を表現し，利用者との関係性からニーズや問題を分析する方法として用い

られている。ケアマネジメントのアセスメントツーノレは，さまざまな改良が

行われ，2004年度からICFの考え方が導入されてきている。しかし，これ

らのツールは，利用者固有の生活状況をより詳細に把握し分析するには，工

夫の余地があるように思われる。特に，「利用者との参加と協働」という視

点については，活用方法に工夫の必要性があるのではないだろうか。

　また，地域福祉領域においては，コミュニティ・ワークの手法が用いられ

積極的な住民参加により，地域福祉計画や地域福祉活動計画が策定されてき

ている。課題で述べているように「地域福祉計画へ参加した住民が居住地域

へどのように効果をもたらしたのか」，「地域福祉計画へ参加した住民の課題

解決能力の取得や社会的自律性の評価」などが実施されることは少ないと思

われる。つまり，地域福祉計画を策定する側と参加する住民側が実践過程局

面をどのように認識しているかを把握する作業が確立されていないからでは

ないだろうか。そこで，多くの住民が参加した機会を活用する方法として，
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「エコシステム構想による実践支援ツール」を地域福祉版に改良し使用する

ことでこれらの課題を解決に導く可能性があるのではないか。

　ソーシャルワークや地域福祉援助技術の現状認識を踏まえ，エコシステム

構想における実践過程局面（図3－8）について考察したい。

　まず，エコシステム構想の「構造・機能・時系列変化」からなる実践過程

がベースにある。第1局面での，「ミクロからマクロまで領域」「そこでの関

係性や内容」をコンピューターにより情報処理を行う。たとえば，入力は，

利用者や住民，ソーシャノレワーカーが行う方法があるが，情報処理された結

果は回答でなく，情報やその差異について「参加と協働」しながら検討す

る。そして，第1局面での現状認識から目標の設定を行う。この作業は，利

用者や住民の成長と変容を引き出す過程になる。

　次に，定期的，もしくは，必要に応じて行い，第2局面，第3局面へと時

系列変容をビジュアル化することにより，利用者，住民自身自らがその変容

や成長，あるいは，新たな問題に気づくことができる。つまり，時系列に変

容する生活システムの流れ（実践過程）を生態学的視座により把握すること

になる。

　本論の実践事例である助け合い組織メンバーは，このような実践過程に主

体的に参加し，利用者の生活状況に関する情報やサービス提供，活動状況を

視覚化することにより，利用者の生活や地域状況を理解し社会資源の開発，

ソーシャノレ・アクションへつながり，地域社会で生活する利用者支援のあり

方について考えることができると期待している。

　この支援ツールは，龍谷大学の太田（現在は関西福祉科学大学）を中心に

1999年に発足した「エコシステム研究」メンバーを中心に，大学での社会

福祉援助技術演習で使用され研究が継続している。その詳細な成果や方法

は，2005年に出版された『ソーシャルワークと生活支援方法のトレーニン

グ』を参考にしていただきたい。

　筆者は，学習支援ツールとして開発されたツールを，地域福祉実践版に改
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システム思考

（構造・機能）

コンピューター実践支援ツール活用による地域福祉援助の方法に関する研究（II）（樋下田）

　　図3－8　エコシステム構想による実践過程局面の理解のイメージ

　　　　　　　　　．．欝禦一・一・一”“”晶・生活過程

　　　　　　・・●●・・

↓

生活システムの

広がりと内容
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　　時

．．、・…　’”

、、et…tt’）

き
き
蓄
婁

授援局面過程

生活システムの流れ（実践過程）

出所：前掲図3－6に同じ、

良を試みて事例研究をしている。

　3．支援ツール活用による方法

　そこで，図3－8のエコシステム構想によるコンピューターのシミュレー

ションから可能になる地域福祉の支援方法には，次の6点を考えることがで

きる。

　①　地域活動に関する情報の収集と整理や分析

　地域活動の現状をシステム思考から捉えることで，利用者の自己実現や活

動目標までの実践過程を具体的にイメージできる。現段階として，何が問題

であるのかを「構造・機能・時系列変化」の視点から理解を深めることがで

きる。
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　②　シミュレーションを通じた必要な情報の提供

　生態学的視座による情報は，地域活動という領域に限定しないで，地域生

活という広がりから捉えることができる．つまり，利用者の生活支援のため

に必要な情報について，さまざまな角度から見ることが可能になる、

　③　助け合い組織の地域福祉活動状況をビジュアル化

　時系列に変容する第1局面，第2局面と，実践過程をビジュアル化するこ

とにより，変容を見ることができる。さらに，次の段階へ展開するのに必要

な具体的計画や実践へつながっていく。つまり，実践の継続性についての意

義を確認できる。

　④　実践過程における活動メンバーの変容を時系列で表示

　援助システム（活動状況）の構造や機能特性をビジュアル化，数量化する

ことにより，時系列別のグラフを比較検討することができる。つまり，変容

過程を見ることができ，同時に情報の共有が可能になる。

　⑤　活動状況と実践過程の多様な変容状況をデータ保存

　段階別に入力したデータは，コンピューターを使用することで保存が可能

になり，教育プログラム開発などへ活用することができる。さらに，活動メ

ンバー自らが教育プログラムを開発，計画することが可能になる。

　⑥　実践支援ツールを介した住民との参加と協働

　ソーシャルワーク実践は，利用者，住民，活動メンバーの成長や変容を引

き出す過程である。この実践支援ツールは，あくまでも「ひとつの手段＝道

具」であり，それを効果的に活用するには，ソーシャルワークスキル17）が

必要になる。活動状況の構造や機能特性をビジュアル化，数量化されたデー

タを活動メンバーと共有，分析し，活動メンバーとのコミューニケーションを

介してのエンバワメントアブローチを図ることなどである。
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第4節　フィードバック機能

　これら，実践支援ッールを支える理論「ジェネラル・ソーシャルワーク」，

その具体的な実践方法としてのエコシステム構想は，「フィードバック機

能」を持つ点も特性である（図3－6の社会福祉サービスの適正化と開発）。

　そこで，「フィードバック機能」について考察した後に，筆者が考える

「フィードバック機能」を示してみたい。

　1．フィードバックの定義

　ソーシャルワーク実践は，対象者（利用者，組織地域など）や対象を取り巻

く環境や生活，社会などが時間軸上で変容する。その変容する過程局面が対

象者（利用者，組織地域など）や対象を取り巻く環境や生活，組織が所属する

団体，地域や制度・サービスヘフィードバックしていると臨床経験から捉

えることができた。同時に，局面では対象者が自らの力で問題を解決する

ために，環境との交互作用などからコンピテンスを獲得している。そこで，

時間的経過の局面に生じる力動的なフィードバック過程を明らかにし，その

フィードバック過程を地域住民と共有することが重要になると考える．

　たとえば，目標までの時間軸を捉えた場合，ソーシャルワーカーと対象者

（利用者・活動メンバー）の役割や対等性，対象が持つ現在の力，「価値」の共

有を行うことが必要になる。とかく実践は，支援する側が対象の成熟度を一

方的に理解し，不足部分に支援してきたために対象者が受身になっていた傾

向がある。

　そこで，結論や結果を提示する手法ではなく，自分たちが気づき，現在の

自らの力を認め，自己評価などを高めていく過程が重要になってくる。新た

なニーズに対して，解決できない問題は，制度政策や他の原因に置き換えて

しまい，地域住民がコンフリクトを生み出す原因になることがある。
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図3－9　ソーシャルワーク実践におけるフィードバックの整理

出所：2｛｝02年筆者作成を2005年改良・

　ソーシャルワーク実践局面の変容をフィードバックとして機能させること

が実践活動の持つ独自性であるといえる。平面的な活動が立体的「三次元構

造構造・機能・変容）プロセス」になるには，ソーシャルワーカーの生活を

捉える視点（エコシステムの視座）からのアプローチと，実践からのフィード

バックが必要と考えることができる。

　地域福祉計画，制度政策に，住民の参加が叫ばれる昨今，計画側（国や行

政）と地域住民の意識の温度差は，広がるまま「住民参加」「住民の組織化」

「ネットワークの構築」などが，実施されていることは否定できないだろ

う，これらの実践に，生活者の参加過程が見えないのはなぜだろうか。その

ひとつとして考えられることが，「先に制度政策・財政がありき・数値達成
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目標」からスタートしていることではないだろうか。

　社会福祉基礎構造改革の基礎とは，法構造の基礎であるが，福祉実践や国

民の福祉ニーズに対しては「上部構造」になる。つまり，基礎構造改革は，

福祉の基盤の改革はなく，福祉の上部構造の改革であり，上部構造が基盤と

なる福祉実践や国民のニーズを改革しようとするものである18）。

　社会福祉法の中心軸は利用者本位である。その理念を実現するためには，

実践現場での運用，ソーシャルワーク実践を通したフィードバックが重要な

機能を持つと考えられる。なぜなら，ソーシャルワークは，利用者の参加と

協働からなる実践過程の積み重ねであり，その過程から得た国民の福祉ニー

ズや福祉実践を制度・政策ヘフィードバックし，制度やサービスの修正，新

たな法や制度の構築を目指す活動と理解するからである（図3－9）。さらに，

研究領域においても，ソーシャルワークが，制度・政策研究と方法論研究に

分離していることが多く，実体とする生活と乖離が生じているように思える

からである。

　ここで，筆者は，ソーシャルワークや地域福祉実践から，「フィードバッ

クとは，ソーシャルワーク実践機能が社会福祉の目的に向かうための維持，

均衡の働きである」と定義しておきたい。そして，主体は，ある活動を行っ

た対象だけでなく，これらの主体を取り巻く地域，状況，環境やサービス評

価を行った利用者も主体になりうる。また，フィードバック対象には，これ

らの主体，主体の属する実施機関，教育機関，行政機関，ソーシャルワーク

実践過程が含まれると考えている。

　2．ソーシャルワーク実践過程におけるフィードバック

　太田は，ソーシャルワーク実践のフィードバック過程において，援助過程

システムの展開をソーシャルワーク実践の特性とし，価値，目標，主体，客

体，機関，場面，方法，機能の8特性に分類している。ミクロのクライエン

ト援助に焦点化されたA　systeni援助システム過程は，　P　1→P2→P3→1）4
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図3－10　実践の制度的システム構造

　Pl：国家・社会　P2：地方自治体P3二実践機関　P4：クライエント
　　　　　　　　　　　　・行政機関

ASystem＝micm　process：援助過程　BSystem＝macr（）process：実践政策調整過程

　　　　出所：太田義弘，前掲『ソーシャルワーク実践とエコシステム』181頁，

と展開し，Bsvstem実践政策調整過程システムP1→P2→P3→P4と展開

し，援助過程Asystemと実践政策調整過程Bsystemとが，相互に循環しな

がら，2通りのシステム過程を形成している19）（図3－10）。

　そして，システム過程は，クライエント援助過程A3，ミクロのシステム

過程と，そのシステム内部に存在する過程局面（インテーク⇒アセスメント⇒プ

ランニング⇒インターベーション）と呼ぶプロセスからなる。この2通りのソー

シャルワーク実践過程にはミクロとマクロに焦点化された実践過程である。

援助過程Asystemを中心にシステム展開を考えるとBsystemの実践政策調

整過程がフィードバック過程と位置づけられる。援助過程Asystemのフィー

ドバックは，B1・B2・B3の動きであり，実践活動システムから政策策定シ

ステムであり，同時に援助過程に循環しクライエントの目標にフィードバッ

クされる。それは，クライエントの生活支援に必要とする社会資源の開発
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や改善または，過程局面（インテーク⇒アセスメント⇒プランニング⇒インターベー

ション）へのフィードバックなどである2ω。

　阪口は，フィードバックの主体に「ある取り組みを行った主体だけでな

く，それ以外によって制御しようとすることも，フィードバックと捉え，

フィードバックの対象には，ある取り組みを行った主体に働きかけるだけで

なく，取り組みを改善するためにその主体以外に働きかけることも，フィー

ドバックと捉える。」そして，「フィードバックとは，ユある主体によって

実施されてきた取り組みとその結果についての情報を把握し，2その情報

やその情報の分析結果に基づき，取り組みの目標や方法を改善する必要性，

及び目標や方法について改善案を検討し，3その改善案を現実に導入しよ

うとすることである。」と定義している2D。

　以上から，実践過程の持つ特性である構造や機能を時間的，空間的に考慮

しながら，利用者の自己実現の目標に向かっての変容状況を明らかにするこ

と。さらに，人間の固有な生活体験に基づく価値観や心理特性などの変容過

程に介在する構造や機能を分析することが必要と思われる。本研究において

は，エコシステム構想に依拠した実践支援ツールを活用した地域福祉実践か

らフィードバック機能を可能な限り考察していきたい。

　3．地域福祉実践過程におけるフィードバック

　ソーシャルワークにおける評価については，従来からその重要i生が強く指

摘されながらも，実践に基づいて行われていることは少ないのではないだろ

うか。この背景要因として，岩間は，評価活動の体系の蓄積や評価のための

理論と方法の構築に向けた取り組みが積極的にされてこなかったことが指摘

できるが，その一方でソーシャルワークが内在的に持つ特性とも無関係では

ないとし，ソーシャノレワークにおける評価の論点として，「誰からみた評価

なのか」，「何を評価するのか」，「データをどのように処理するのか」，「モデ

ルや援用理論との整合性」について論述しているこ2）。
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　ソーシャルワーク機能のひとつとして，クライエントシステムにもたらし

た変化を評価することが求められるが，専門的評価基準のなかに，クライエ

ントの「本人側」に評価の視点を持つことが重要になる。つまり，「クライ

エントの側から見た評価」である。これが，ソーシャルワークに質的評価が

求められる要因のひとつである2　J’）。

　地域福祉援助過程においても同様のことがいえると思われる。地域福祉計

画策定への住民参加を例に取り上げてみると，「参加した住民と策定する側

の参加と協働はできているのか，参加する方法は策定する1則が決めていない

のか，出来上がった計画は，誰が評価するのか，何を評価すればいいのか，

参加した住民の意識の変容は評価したのか，参加した住民が住む地域と福祉

コミュニティ形成の関係はどうなのか，サービスの改良や開発にどのような

効果があったのか，策定過程における課題がどうであるか」などが根拠に基

づいて評価されているとは限らない。

　筆者は，地域福祉援助過程において，積極的に地域活動するメンバーとの

「参加・協働」を心がけてきたが，限界があることは再三述べてきている，

エコシステム構想は，利用者システムをミクロからマクロまでをビジュアル

化することで，実践過程を利用者と共有することができる。つまり，利用者

システムを「利用者側」と「専門職としてのソーシャルワーカー側」から見

ることできるわけである。これは，ソーシャノレワーク固有の視点と理解する

ことができ，他職種との協働や連携で積極的に伝えていくソーシャルワーク

の基本的な立場であると考えることができる。

　さらに，実践過程での協働作業の積み重ねを「利用者側」と「専門職とし

てのソーシャルワーカー側」により評価した情報，成果，課題を実践過程や

ミクロ，メゾ，マクロヘフィードバックする必要がある。なぜなら，「視野

を自然に向けると，われわれが認識すると否とにかかわらず，微妙なシステ

ム関係のもとに森羅万象は，ミクロとマクロとをフィードバックするエコシ

ステムのサイクルで存在し，機能していることに気づく。そして，われわれ
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の生活がまた，まさに開放的なシステム関係のもとに，つねにフィードバッ

クしていることに，ようやく気づきはじめたのである。P4）利用者の持つ問

題の側面を捉えて生活の一部分へ焦点化するだけでは，生活コスモスの理解

が不十分であり，生活の継続性に対応した実践とはいえないと理解できる。

　まさに，ミクロとマクロをシステム思考と生態学的視座で結び発想が，エ

コシステム構想にほかならない。生態学的には，ミクロとマクロとの関係

は，ひとつは人間と環境との関係に置き換えることが可能である。システム

的には，部分と全体あるいは要素と組織，生活ということは，個人と社会，

さらにソーシャルワークということでは，援助と計画あるいは活動と施策な

どと類似することができよう9）。

　筆者の実践のみならず，利用者側に特化したミクロ実践，また，制度，政

策からのマクロ実践という2極化した社会福祉実践は，実践と理論，ミクロ

とマクロの乖離という状況をつくりだしてきたと考えることができるのでは

ないだろうか。

　太田は，ミクロとマクロの課題に対する姿勢や問題として次の8点を整理

している。

　工　制度としての社会福祉の持つマクロ的優位性

　2　マクロからミクロへ既定化された社会福祉援助の流れ

　3　狭窄化したミクロ的方法論の姿勢と問題

　④　社会福祉従事者のミクロ的視野に固執した援助姿勢の問題

　3　社会福祉従事者の持つマクロ的発想の欠落

　⑥　クライエントのもつ狭窄したミクロ意識や期待

　⑦　ミクロ的課題とマクロ的課題の取り扱い上での不連続性

　8　マクロ的方法論の欠落

などを克服されなければならない問題としているこ5）。

　これら8つのミクロとマクロの課題は，地域福祉実践にもいえることであ

る。制度・政策・数値目標からスタートした地域福祉は，サービス提供とい
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うミクロから出発している，特に，地域福祉計画は，マクロに着目する傾

向があり，住民個々人の主体形成や社会形成機能を評価してきているだろう

か．2000年の社会福祉法の制定により，「住民参加」がうたわれているが，

それを具体化する方法はさまざまである。たとえば，ワークショップの方法

を取り上げた場合，「住民から出された問題」を「地域状況の把握」にとど

め，参加した住民自らが解決する方法へ結びついていなかったり，策定した

計画へどのように反映されているか，示されていないことがある。

　強調したいことは，どのような方法であれ，「活動する側」と「専門職と

してのソーシャルワーカー側」が「地域活動や地域状況の情報（ミクロからマ

クロ）」を共有・評価し，成果や課題を行える地域福祉実践の方法が必要と

いうことである。「参加と協働」が軸となる実践過程は，フィードバックが

機能すると考える。

　そして，地域福祉実践過程は，ミクロからマクロシステムへ，そしてマク

ロからミクロシステムへ循環し，これらのシステムを構成するさまざまな要

素（利用者・家族・地域・制度・行政・サービス実施機関）を通して，問題の解決や

目的に対応するために通常のシステム循環とは逆の循環が機能すると理解で

きる。

　太田は，r過程を広義に認識すれば，システム過程という概念自体の特性

にフィードバック概念が本来内包されている。」，さらに，「システム過程運

動は，対局からみれば，すべてフィードバック過程運動そのものであると理

解できる。」として，ソーシャルワーク援助という目標に対する直接的過程

を重視するあまり，フィードバックというシステム過程を評価するうえでの

機能特性が間接的であると理解されてきたことから，積極的な意味を込めて

フィードフォワード（feedforss’ard）と，システム過程の持つ生産的なかつ創

造的な内実が象徴されているように思えると述べているこめ。

　フィードバックの諸相について，Asvstemの援助過程に焦点化してフィー

ドバックを考察すると，図3－10から，ミクロからマクロへの4段階からな
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表3－3階層間における3通りのフィードバック過程

ll　制度的なlt位階層へのフィードバック

2　制度的な階層レベルにフィードバックし吸収されて援助過程へと循環する過程

3　日標に対して直接フィードバックされて，実績の背景として機能する過程

出所：太田義弘，前掲『ソーシャルワーク実践とエコシステムjl82頁から筆者が整理した

る制度的システムが存在する。そして，システム階層間をめぐり3段階の

フィードバック過程からなる（図3－10のBl・B2・B3）。さらに，その階層間

過程は，それぞれ活用できる3通りのフィードバック過程を持っている俵

3－3）。

　上記の階層間における3通りのフィードバック過程（太田の整理）から，図

3－10のB1過程について限定して，地域福祉実践からフィードバックが目標

とする点を考察してみたい。

　第1点の，制度的な上位階層へのフィードバックとして，さまざまな地域

活動を体験して得た利用者や地域住民の声から，課題を整理すると共に，社

会資源の改良や開発，代弁機能などを想定できる。

　第2点の，制度的な階層なレベルにフィードバックし吸収されて援助過程

へと循環する過程として，活動メンバーとソーシャルワーカーとの協働と参

加によって，メンバーの主体性や意識の変容などやソーシャルワークスキル

内容が具体性を帯びてくるめで実践過程を評価しやすくなると想定できる。

　第3点の，目標に対して直接フィードバックされて，実績の背景として機

能する点として，過程活動組織の運営や所属機関との関係，行政との連携の

あり方がどうあるべきなのか分かりやすくなると想定できる。

　つまり，A1⇒A2⇒A3の過程による地域活動や利用者へのサービス提

供から，B1⇒B2⇒B3へと，利用者や地域住民めぐる環境や社会資源を開

発・改善すること，さらに，サービス提供する実施機関や所属する組織のあ

り方や教育，地域福祉過程局面（インテーク⇒アセスメント⇒プランニング⇒イン

ターベンション）へのフィードバックを志向すると考察することができる。
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　次の第4章では，これらの理論，枠組みから実践支援ッールを開発し，事

例を使って地域福祉援助技術の方法を考察してみる。
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